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評価指標 評価指標の達成度 総 合 評 価 みなと高等学園の生徒は 今年度はいじめに関す
人権教育の推進 【学校目標】 ①いじめ防止プログラムを実行する。教職 ①教職員による「さん付け呼称」の共通理 （評定） Ｂ 挨拶がとてもよくできる。 る問題行動は見られなか

生徒一人一人の人権を尊重した 員による「さん付け呼名」の共通理解とい 解を図った。個別面談は各ホームルーム担 生徒がお互いの人権 来校したときにいつも積極 ったが，「いじめは絶対
教育を徹底するとともに，自他を じめに関するアンケート調査，個別面談を 任より実施した。全校集会は新型コロナウ や個性を認め合えるよ 的に挨拶してくれるのでと に許さない」という強い
大切にする態度の育成及びいじめ 実施する。（年間３回程度）また，全校集 イルス感染症予防のため実施していない。 う，「さん付け呼称」 ても気持ちが良い。これは 認識を学校全体で徹底
などの人権侵害を許さない人権感 会を実施する。（年間３回程度） ②南部ブロック生徒部会はリモートによる を教職員共通理解下， 他の学校より優れている点 し，組織的に取り組む必
覚を育む。 ②南部ブロック生徒部会や「中・高生によ 実施となった。 継続実施した。また， であり，卒業後の生活や職 要がある。日頃の生徒の
①生徒がお互いの人権や個性を認 る人権交流事業」への参加人数（２０人程 ③保護者教職員対象人権教育研修会及び人 機会を捉え生徒理解に 場で生かせると思うので， 様子を丁寧に見守る体制
め合えるような環境を整え，いじ 度） 権コンサートは新型コロナウイルス感染症 努めた。 ぜひ続けてほしい。「さん を今後も継続していく。
めの早期発見・早期対応に努め ③人権教育研修会と人権コンサートの実施 予防のため実施できなかった。 また，人権意識を高 付け呼称」や丁寧な言葉遣 今年度はリモートでの
る。 （各１回以上） ④１年生２６名について心の理論課題の検 めるための，「人権交 いも人権教育の基盤となる 実施であったが，人権交

〔生徒指導・人権課〕 ④生徒への有効な支援につなげるために， 査を実施し，担任に生徒の状況を報告して 流会」はリモートで行 ので継続してほしい。 流集会南部ブロック生徒
②生徒人権委員会活動や「中高生 要望があれば心理検査等を実施したり，ケ 支援に活かすことができた。支援・研究課 われた。参加した生徒 本所では発達障がい者支 部会への参加は，他校生
による人権交流事業」への参加を ース会議を開催したりする。 が主催しての校内ケース会議を１１回行っ は積極的に活動を行 援の際に，これまでのいじ との交流やリーダーシッ
通して，人権意識の高い生徒の育 た。 い，リーダーシップを めを受けてきた経験を相談 プの醸成など生徒にとっ
成に務める。 活動計画 活動計画の実施状況 発揮することができ されることが多い。いじめ て有益であると考えるの

〔生徒指導・人権課〕 ①教職員による「さん付け呼名」を研修や ①教職員による「さん付け呼称」を研修や た。 られた者が今度は他人をい で，積極的な参加を呼び
③学校と家庭が一体となった人権 会議で共通理解を図り，周知徹底させる。 会議で周知徹底させて共通理解を図った。 人権教育研修会は新 じめるといういじめの連鎖 かける。
教育を推進する。 いじめに関するアンケート調査と個別面談 いじめに関するアンケート調査は特に実施 型コロナウイルス感染 を断ち切るためにも，みな コロナ禍で保護者・教

〔生徒指導・人権課〕 を実施し，いじめの早期発見と教職員への せずホームルーム担任による個別面談等で，症予防のため実施でき と高等学園の人権教育の推 職員人権教育研修会を来
④生徒が安心して学校生活が送れ 相談を促す。いじめの認知については，学 いじめの早期発見を図った。 なかったが，学校と家 進に大いに期待している。 年度こそは開きたい。保
るように，校内の相談支援体制の 校いじめ対策組織で組織的に判断する。 ②人権委員会活動の一環として南部ブロッ 庭が協力して人権教育 護者のニーズも考慮して
充実を図る。 ②人権委員会活動の一環として南部ブロッ ク生徒部会等にリモートで参加し，他校生 を推進することは変わ 講師の選定をし，保護者
〔支援・研究課〕 ク生徒部会や「中・高生による人権交流事 と交流を深めることができた。 らず，ニーズに応じ指 の参加を呼びかけた。

業」に参加し，他校生と交流を深める。 ③保護者を対象とした研修会は，新型コロ 導方針の検討や個別相 相談体制における各校
③保護者・教職員を対象とした人権問題研 ナウイルス感染症予防のため実施しなかっ 談を実施できた。 務分掌やスクールカウン
修会や生徒・保護者・教職員を対象とした たが，文書による啓発等を中心に行った。 スクールカウンセラ セラー，外部機関との連
人権コンサートを実施する。 ④「みなと高等学園相談支援体制」を図式 ー事業の活用が大変効 携を強化しつつ，生徒の
④職員会議や学年会等で校内の相談支援体 化し，職員会議で周知することができた。 果的であり，生徒・保 ニーズに添った支援の充
制について情報提供するとともに，校内支 各学年会や支援課会で生徒の気になる状況 護者のニーズに寄り添 実に努めたい。
援コーディネーターの統括のもと，各学年 について情報共有する機会を持つことがで う相談を定期的に実施
の支援・研究課員が学年主任と連携して， きた。令和３年１月末までにスクールカウ することができた。
学年会等での様々なニーズの把握に努める。ンセラー事業を年間１０回活用し，生徒・
スクールカウンセラー事業を活用する。 保護者からのべ４５件の相談を受けること

ができた。

評価指標 評価指標の達成度 総 合 評 価 卒業後のアフターケアは 生徒の実態の多様化に
キャリア教育の 【学校目標】 ①就業体験２回以上。進路説明会１回（各 ①コロナ禍の影響もありタイトなスケジュ （評定） Ｂ 就労定着のためにも重要だ 伴い，卒業後すぐの就職
充実 生徒個々の資質や適性に応じ， 学年の保護者対象）。拡大進路相談（２年 ールであったが，各学年校内実習を２回実 各学年の指導担当者 と感じている。 だけでなく，就労継続支

職業能力や意欲等を高める指導を 生の生徒と保護者対象）を個別に実施。進 施できた。現場実習については，例年通り が中心となり，実態（生 アフターケアを全員に対 援等の福祉サービスを経
系統的・組織的に実施し，社会的 路便りを年間１２回発行する。 １年生は１回，２年生は２回実施できた。 徒・保護者・担任のニ して行うことはかなり大変 て将来的に就職をめざす
・職業的自立に結びつける指導を ②令和元年度卒業生の進路先（県内）を全 ３年生の就職活動としての現場実習につい ーズ）に応じた就業体 ではないかと推察する。就 ことも必要となってきて
推進する。 て訪問する。 ては，生徒１名が新型コロナウイルス感染 験・進路学習・進路相 職してうまくいかなかった いる。関係機関との連携
①新型コロナウイルスの影響の ③保護者に後期就業体験時の生徒の様子に 拡大の影響で２回目の実習の途中で中止に 談・進路説明会の計画 ケースは学校がフォローし についても，卒業後の支
中，適切な対策をとりながら，可 ついてアンケートを取る。内容は，PTA 通 なり，それ以降の実習ができなかったが， と実施ができた。また， て関係機関と連携して次の 援体制の構築に向けて，
能な限り生徒一人一人の適性や能 信に掲載する。 無事一般就労に結びつくことができた。そ 新規の職場開拓を積極 就職先に繋げてくれている より早い段階から規模も
力に応じた就業体験を実施すると ④とくしま特別支援学校技能検定において，の他の生徒は３回以上の実習を実施でき， 的に行うことにより， ということは大変ありがた 拡大し，取り組んでいき



ともに，生徒・保護者，関係機関 ４分野（ビルメン，接客，介護， ICT）に 一般・福祉就労に結びつくことができた。 生徒の適性に応じた実 い。 たい。
等と共通理解を図り，最適な進路 参加する。事後アンケートにおいて９５％ １２月には学年ごとに日程を分け，全学年 習先・進路先を確保す みなと高等学園は就労に 各学年の進路担当者が
選択ができる。 以上の生徒から「検定に参加してよかった」 の保護者を対象に進路説明会を実施できた。ることができた。 向けてキャリア教育がしっ 中心となり，進路学習や

〔進路指導課〕 という回答が得られる。 １月から３月にかけ，２年生を対象に拡大 卒業生のアフターフ かりしている。家庭でのお 就業体験を実施し，生徒
②新型コロナウイルスの影響を見 ⑤チェックリストの結果について振り返る 進路相談を実施した。進路便りを年間１２ ォローについても，関 手伝いなどの積み重ねが必 の実態に応じた進路指導
ながら，適宜卒業生へのアフター 授業を１，２年のすべてのクラスにおいて 回発行した。 係機関との連携により 要であると感じる。 の取組を行う。また，進
フォローを実施することにより， 年間１回以上行う。 ②令和元年度卒業生全ての進路先を定期的，不具合に対して迅速に 一保護者の意見として， 路便りを発行することで
進路先での定着を図る。 及び適宜必要に応じて訪問し，アフターフ 対応することができ たとえば夏休みに奉仕作業 就労に対して情報提供を
〔進路指導課〕 ォローを行えた。 た。令和元年度卒業生 をする日を設けることなど 行うとともに，保護者の
③就業についての知識や理解を保 ③今年度は新型コロナウイルスの対策等が においては，１名の離 ができれば，それは子ども 意識の向上に役立てた
護者も含め，新型コロナウイルス あり，校内実習，現場実習ともに大きく計 職があったが，関係機 たちにとって必ずプラスの い。
の対策をとりながら，保護者が子 画が変更したので，生徒自身にアンケート 関と支援体制を作るこ 経験になるのではないか。 今後も卒業生のアフタ
どもの就職について，話し合った を取り，生徒たちがどのように感じていた とができた。 ーケアを継続し，卒業生
り相談する場を提供する。 のかを保護者懇談などで伝え，進路につい や保護者からの相談を受
〔総務・環境課〕 て活かすことができた。 けたり，進路先や関係機
④各種検定において資格取得に向 ④事後のアンケートの結果から９４％の生 関と連携したりしながら
けた取組をとおして技能の習得を 徒から「検定に参加してよかった」という 早期に対応することで，
図るとともに，働く意欲や態度を 回答が得られた。評価指標９５％をわずか 実態やニーズに応じた働
育てる。 に下回った。 き方を支援していく。
〔支援・研究課〕 ⑤１・２年生８クラス中５クラスで，チェ 技能検定の参加に向け
⑤自分発見チェックリストを実施 ックリストの結果を振り返る授業を行うこ ての指導は，授業時間だ
することで，生徒自身の自己理解 とができた。残りのクラスでは，一斉授業 けでは対応できず，早朝
を深め，社会的・職業的自立のた ではなく個別指導をとおして，生徒の自己 や放課後の練習時間の確
めの基礎をつくる。 理解を支援することができた。 保が必要である。
〔支援・研究課〕 自分発見チェックリス

活動計画 活動計画の実施状況 トは，チェックリストを
①関係機関等と情報交換を行いながら状況 ①関係機関等と情報交換を行いながら，生 活用して自己理解に結び
を把握し，進路指導課が中心となって，Ｈ 徒の個性や本人・保護者のニーズに合わせ ついた実践事例を蓄積し
Ｒ担任や保護者，事業所等と綿密に連携し た就業体験を実施することができた。また， て，効果的な活用方法を
て就業体験を計画・実施するとともに，生 全学年の保護者を対象に進路説明会を開催 検証していきたい。
徒や保護者のニーズに応じた，進路に関す し，２年生は関係機関を交えた拡大進路相
る相談会を実施する。 談を個別に実施した。必要に応じてケース
②定期的に卒業生の進路先を訪問するとと 会・個別の進路相談を実施できた。進路便
もに，進路先事業所や支援機関から状況を りを年間１２回発行し，就業体験の取組や
確認しながら適宜対応し，必要に応じて関 進路に関する情報提供を行った。
係機関を交えたケース会議を実施する。 ②関係機関と連携し，令和元年度卒業生全
③新型コロナウイルスの対策をとりながら ての進路先を訪問するとともに，課題が発
年内に実施計画している茶話会で，座談会 生した場合には，必要に応じて，ケース会
式にし，卒業生保護者の話を聞く会を１回 議を開催するなど定着支援を行った。令和
設定する。進路・生活支援委員が企画する。 元年度卒業生の離職者は１名であった。
④とくしま特別支援学校技能検定の４部門 ③新型コロナウイルスの対策のため３年保
に生産サービス科と流通システム科の生徒 護者のみの参加とし，座談会から研修の形
を中心に参加して授業の成果を発揮する。 に変えて，卒業生保護者の話を聞く会を１
⑤チェックリストを実施し，教員との対話 回実施した。障がい年金の申請について，
を通して生徒が主体的に自分の課題を発見 実体験を聞き勉強することができた。
できる指導機会を設定し，個別の指導計画 ④新型コロナ感染症による授業開始の遅れ
の目標に反映する。 に伴い受検者の減少が見られた。受検した

生徒は上位級取得者が増加し，授業の成果
を発揮することができた。
⑤計画通り自分発見チェックリストを１年
生は年間２回，２年生は１回実施すること
ができた。授業や個別指導の場面において，
チェックリストの結果を用いて，生徒が自
らの課題や成長に目を向ける機会を設定す
ることができた。

評価指標 評価指標の達成度 総 合 評 価 今年度は，新型コロナウ 全体的な支援の充実は
個別の指導計画 【学校目標】 ①月１回程度の全体研修会またはグループ ①新型コロナウイルス感染症防止の観点か （評定） Ｂ イルス感染症拡大防止のた 図れたが，それでもなお
の効果的な活用 生徒及び保護者の教育的ニーズ 研修会を実施する。 ら，研修形態や回数を見直して実施した。 昨年度からの授業改 めの臨時休校の期間が長か 学びにくい生徒に対して

に応じた「個別の指導計画」を作 ②行事の精選に努めることで，「個別の指 ZOOM を活用した分散型オンライン研修を 善の取組をとおして， ったが，その期間もリモー 個別の配慮や支援を検討



成し実践することで，きめ細かい 導計画」の『目標達成』が生徒全体の 90 ％ 年間３回，資料を配付しての個別研修を年 教員が支援の３つの柱 トを利用して毎日定時に朝 し，授業実践の中で検証
指導及び支援を組織的に推進す 以上を目指す。 間１回実施した。 を常に意識できるよう 夕の SHR を行ってくれた していくことが今後の課
る。 （『目標達成』以外の評価が 9名以下で 90％とする） ②後期の評価はまだ提出されていないため になり，授業力の向上 り，家庭訪問をして子ども 題である。
①生徒一人一人の「個別の指導計 ③部会や学科会の中で検討できる時間を年 前期の評価での割合となるが，90 ％以上の を図ることができた。 と定期的に連絡をとり，子 生徒面談は生徒とじっ
画」の目標を達成するために，教 間３回くらい確保する。 生徒が『目標達成』に値する評価には少し 「個別の指導計画」に どもの不安を和らげてくれ くり向かい合う良い機会
員の授業力の向上を図る。 至らなかった。 おいて『目標達成』以 てありがたかった。 であると考えるので，行

〔支援・研究課〕 ③学習指導要領が大きく変わる商業・情報 外の評価がついている また，ホームページから 事等の精選を検討して時
②生徒一人一人の「個別の指導計 部においては職員会議を含め年間５回実施 のは１年生が比較的多 動画で授業を受けることが 間を確保していきたい。
画」の目標を達成するために，授 し検討することができた。 かった。新型コロナウ できたのも，子どもたちの ３つの柱に添って授業
業時間数を最大限確保する。 活動計画 活動計画の実施状況 イルス感染症による休 学力保証という面からいい 改善を図っても，なお学
〔教務課〕 ①教員が全体支援の３つの柱「わかりやす ①授業を T1 で担当する教員のうち，83 ％ 校で目標設定時にまだ 方法であると感じた。 びにくい生徒に対する個
③新学習指導要領に対応する教育 い説明・指示をします」「見通しを示しま の教員が，対象クラス，対象授業を絞って 生徒の実態が十分把握 別の配慮や支援はまだ十
課程についての検討会を実施す す」「ポジティブなフィードバックをしま ３つの柱に沿った授業プランを立て，授業 できていなかった等の 分でなく，今後の課題で
る。 す」にそって授業プランを立てて，授業改 改善に取り組んだ。 理由が考えられる。後 ある。
〔教務課〕 善を行う。 ②新型コロナウイルス感染症の影響で授業 期はそれらを踏まえて

②各部署と行事の調整を行い，授業時間の 計画が立てにくい１年であったが，できる の目標や手立てを考え
確保に努める。教務課内で授業実施字数を 限りの時間数確保に努めることができた。 られている。
確認しながら振替授業の計画を行う。 ③教科によっては他校（高校）へ教育課程 新教育課程の展開に
③新学習指導要領の変更点について，各部 の編成状況を聞いていただいたり，総合教 ついては，まだまだ指
で共通理解を図る。また，各教科内で展開 育センターへ助言を求めたりしながら本校 導要領を熟読して，実
する学年や選択する科目等について話し合 の生徒の実態に応じた教育課程の作成に各 践できるように備える
い，部会で検討する。 学部で取り組んだ。 必要はあると感じられ

る。
評価指標 評価指標の達成度 総 合 評 価 ホームページについては 現状の相談体制に即し

センター的機能 【学校目標】 ①外部依頼の教育相談件数２０件，研修会 ①外部向け相談件数は 24 件（令和３年３月 （評定） Ｂ 特に今年は 200 を超える更 て，目標値の見直しを図
の充実 専門性の向上に努め，高等学校 等への支援回数２件以上。発達障がい教育 見込み，通級におけるコンサルテーション 新型コロナウイルス 新数で，学校での様子がよ り，現状において無理な

及び幼稚園，小・中学校に在籍す 研究会（第１回）の参加数が５０人。 を除く）であった。研修会への支援回数は 感染症拡大の状況の中， く分かった。いろいろな団 く活動していく必要があ
る発達障がい児に対し積極的な助 ②行事等のホームページ更新数１００回以 １回（令和３年３月見込み）であった。継 教育相談件数は目標値 体や子どもたちとの交流の る。相談件数ではなく，
言及び支援を推進するとともに， 上。 続支援を実施できた学校もあり，目標に沿 を上回った。また，１ 様子もアップされているの 依頼先のニーズに添えた
保護者・地域・関係機関と密接に ③新型コロナウイルス感染症予防の対策を った相談を実施することができた。発達障 つのケースに対して継 で，乳幼児や利用者の様子 かどうかということを重
連携し信頼される学校づくりに努 考え，活動場所や内容を精選し，保護者と がい教育研修会は参加人数 33名であった。 続して支援することが もよく分かる。今後もみな 要視していきたい。
める。 生徒が一緒に活動する会を実施する。 ②行事等のホームページ更新を 100 回以上 できたことは効果的で と高等学園のことを広く啓 保護者や地域への広報
①県内の高等学校等の教員を対象 行うことができた。 あったといえる。 発してほしい。 とともに，校内の教職員
に，発達障がい教育に関する相談 ③新型コロナウイルス感染症拡大予防のた 発達障がい教育研究 にもホームページの閲覧
支援や研修支援を行う。 め，今年度は保護者と生徒が一緒に活動す 会の参加者については を勧め，他学科や他学年

〔支援・研究課〕 る会は実施できなかった。 目標に達していないが， の取組や生徒の様子につ
②信頼される学校づくりのため， 活動計画 活動計画の実施状況 新型コロナウイルス感 いて情報共有を図る。
積極的な情報発信を推進する。 ①相談支援については，主に県内の高等学 ①年度初めの特別支援教育連携協議会や特 染症拡大防止の観点か 教育研究所等の関係機

〔情報課〕 校や関係機関に対して，ホームページ等を 別支援学級担当者教員に対する研修会が中 ら参加対象を絞り，定 関を通じて，教育相談の
③保護者との連携協力を推進す 活用して広報活動を行う。県内の学習支援 止となり，広報活動を十分に行うことが難 員を少人数に設定した パンフレットの配布を依
る。 員配置校に対して，授業参観ならびに授業 しかった。学習支援配置校に対しては，校 ことも一因であると考 頼するなど，年度当初に

〔総務・環境課〕 ならびに支援の検討を行う。県内の高等学 内支援体制や個別の指導計画の書き方，学 えられる。 広報活動を実施し，セン
校等の教員を対象にした特別支援教育研修 習支援員を効果的に活用するティーム・テ ホームページ更新件 ター的機能の充実を図
会と発達障がい教育研究会を同時開催とし ィーチングについてなど，支援を行うこと 数は100回以上に到達し る。
て，12月に計画・実施する。 ができた。 た。ホームページが新 今年度，全体的な支援
②各課や教科担任等が，積極的にホームペ ②ホームページ更新等の情報発信において しいシステムに変わった の充実は図れたが，それ
ージを通じて情報発信できるように， ICT ICT 機器を昨年以上に増設することができ ので，昨年以上に研修の でもなお学びにくい生徒
機器の設備を充実できるように努めるとと た。新システム下でのホームページ更新方 機会を増やしたり，更 に対して個別の配慮や支
もに，機器の使い方や発信方法等について 法や機器の使い方等のマニュアルを作成し 新しやすいICT環境作り 援についての実践事例の
研修する機会を設定する。 たり，研修したりする機会を設定できた。 を進めていきたい。 収集・共有を図り，個別
③ＰＴＡ活動の一環として，ＰＴＡ通信の ③ PTA 通信「みなと CREW」を年２回発行 のニーズに応じた配慮や
発行，「親 to子 withみなと」を実施する。 することができた。「親 to 子 with みなと」 支援の充実をめざした

は，新型コロナウイルス感染症防止のため い。
実施できなかった。

評価指標 評価指標の達成度 総 合 評 価 今年度は特に地域との交 部活動の実施日につい
特別活動の推進 【学校目標】 ①部活動参加率７５％以上。 ①９０％の生徒が部活動に登録して活動し （評定） Ａ 流活動に力を入れているこ て，行事予定等で示すこ

学校行事・生徒会活動・部活動 ②施設訪問・交流回数年間５０回以上。 た。 部活動参加率は昨年 とがうかがわれた。いろい とで，他の計画が立てや
など望ましい集団活動を通して， ③地震・津波，火災避難訓練回数年間６回 ②年間５８回（園芸で５３回，ビルメンテ 度より高く，目標を大 ろな団体や子どもたちと植 すく，生徒の主体的な活
心豊かな人間の育成を図るととも 以上。 ナンスで２回，福祉サービスで２回，家庭 幅に上回った。新型コ 栽や収穫活動で交流の機会 動を引き出すことができ



に，交流活動を推進し地域や人と ④ゾーン関連の行事（乳児院祭りや合同避 科で１回）実施した。 ロナウイルス感染症へ を多く持って下さり感謝し たが，職員会議や行事等
人とのつながりを大切にする態度 難訓練・合同避難訓練反省会）への生徒・ ③地震・津波想定避難訓練を４回，ゾーン の対策を取りながら， ている。入所者・利用者の により，計画通りに実施
を養う。 教職員の参加。 合同火災避難訓練を２回，全国一斉緊急地 異年齢集団の活動や地 中にはコミュニケーション できなかったことが課題
①部活動に参加することで，集団 震速報行動訓練を２回，計８回避難訓練を 域との交流活動をとお をとることが難しい者もい としてあげられる。実施
生活の決まりや礼儀を重んじ，仲 実施した。 して，協調性や思いや るが，交流会ではコミュニ 日の確保について，早い
間と協力する態度を養う。 ④ゾーン合同火災避難訓練（年２回）に全 り，社会貢献の精神を ケーションがとりやすかっ 段階から実施計画を提示

〔特別活動・保健課〕 生徒及び教職員が参加した。近隣こども園 育むことができた。 たという感想を持っていた。したい。
②作業や交流活動を通して奉仕の との合同避難訓練を実施した。 地域の方や近隣施設 交流会については私たちも 部活動やボランティア
精神を養う。 活動計画 活動計画の実施状況 の方との交流により， 感謝しており，今後ともぜ 活動，交流活動を通して，
〔特別活動・保健課，教科担任〕 ①部活動紹介により部活動参加を呼びかけ ①感染症の状況を見ながら，週２回の活動 円滑なコミュニケーシ ひ継続してほしいと考えて 様々な場面で多くの人と
③安全で安心できる学校づくりに る。文化祭，または可能な限り校外の大会 を行った。校外の大会にも参加することが ョンの方法について学 いる。 関わり生徒にとって有意
努める。 や高文祭に参加する。 できた。 ぶことができた。感染 地域施設との交流は生徒 義な経験ができた。活動

〔特別活動・保健課〕 ②環境園芸，ビルメンテナンス，福祉サー ②地域の施設を訪問しての奉仕活動や，校 症対策として少人数グ の協調性や思いやりの心を によっては休日の活動も
④ハナミズキゾーン内の関係機関 ビスの授業や部活動で，奉仕活動や利用者 内においてともに活動することにより，奉 ループで実施したた 育むことに有効であると思 あり，生徒の負担や教職
との連携を深め，情報を共有する。との交流を図ったりその準備をしたりする。仕の精神を養うとともに，社会性や協調性 め，回数が増えた授業 うので継続してほしい。 員の働き方に配慮し，参
〔管理職，特別活動・保健課〕 ③毎回異なった想定の地震・津波避難訓練 を高めることができた。新型コロナウイル もあった。 入所児の中には保護者と 加の仕方や活動内容を検

や近隣施設（ハナミズキ・乳児院）との合 ス感染症対策を充分講じた上で実施した。 異なる想定の避難訓 面会できない子どももいる 討しながら進めていきた
同火災避難訓練を実施する。 ③地震・津波想定避難訓練の避難場所や被 練を関係機関と連携し ので，生徒だけでなく乳幼 い。
④生徒・教職員へ，イベントボランティア 害状況等を変えて実施したが，生徒は落ち ながら繰り返し実施す 児の情操教育にとても良い 発災の危険性が高まる
参加の呼びかけを行ったり，避難訓練後の 着いて参加することができた。また，避難 ることにより，避難行 影響がある。今後とも引き 中，授業時間以外の生徒
合同反省会を主催して，防災担当以外の教 生活についても概要を確認する時間も持つ 動について理解・把握 続きお願いしたい。 の所在確認や安全管理を
員が参加できる機会を設定する。 ことができ，生徒・職員のイメージを広げ でき，生徒・職員とも スムーズに行うための対

ることができた。ハナミズキゾーンの関係 防災に関する意識や実 策を講じていきたい。ま
機関とともに，合同火災訓練を実施するこ 践力を向上させること た，ゾーン合同で様々な
とができた。 ができた。 状況を想定した訓練やゾ
④避難訓練後の反省会に複数名の教員が参 ゾーン合同で避難訓 ーン内での備蓄品等の共
加するなどして，反省点や課題を共有する 練を行い，連帯感や達 通理解や連携方法を検討
ことができた。 成感・奉仕の精神を育 していく必要がある。

むことができた。
評価指標 評価指標の達成度 総 合 評 価 世の中全体が働き方改革 教材データベースを活

業務改善 【学校目標】 ①教材データの利用アンケートにおいて， ①アンケートの回答者のうち，「教材のデ （評定） Ｂ に向かっており，教育界も 用したことがない教員に
業務改善やワークライフバラン 「教材のデータベースは教材研究に役立っ ータベースは教材研究に役立っている」と アンケートの結果よ 例外ではない。 知ってもらうため，周知

スの推進に努め，効率がよく働き ている」と回答する教員の割合が，全体の 回答した教員の割合は８４％であった。 り，昨年度より教材の 一昨年度から会議の在り 方法の見直しを図る必要
やすい職場づくりを推進する。 ６０％以上になる。 ②学校運営戦略会議・職員会議ともすべて データベースを活用し 方や事務処理の方法につい がある。
①教材のデータベース化を図り， ②勤務時間内に職員会議等を終了する。 勤務時間内に終了することができた。 た教員の割合が増え， て具体的に業務改善をし， 職員会議の日や学校運
活用を促進することで，教材研究 （実施回数の８０％） 教材作成のために役立 効率も上がっているようで 営戦略会議の日の短縮授
の効率化を図る。 っていると思われる。 ある。 業が定着し，教員から好

〔支援・研究課〕 職員会議を勤務時間 今後もさらにあらゆる分 評を得ているが，さらに
②会議の時間を確保し，意見を出 内に終えることがで 野について職員全員で考え，行事の精選やスリム化を
しやすい環境を整えるとともに， き，教員から「時間を 工夫し，働き方改革をより 各校務分掌や学年で案を
勤務時間内の終了を目指す。 気にせず集中できた」 一層進めていってほしい。 出し合い，働き方改革を

〔管理職〕 活動計画 活動計画の実施状況 「会議後に仕事をする 進めていきたい。
①学期ごとに教材の収集と活用を呼びかけ ①職員会議で，教材データの保管場所，活 時間ができた」との意
る。また，利用しやすいようにフォルダを 用の仕方について書面にまとめて案内をし 見が寄せられた。
整理する。 た。また，タブレット（ iPad）にすぐにデ 復命書の簡略化は多
②職員会議日に加え，学校運営戦略会議日 ータを送って活用できるように，共有の くの教員から事務処理
も４５分短縮授業とし，会議の時間を確保 iMac に一部のデータを保管して，活用を呼 が軽減したとの評価を
する。資料を電子化し，事前に提示するこ びかけた。 得ることができ，業務
とで時間短縮を図る。 ②４５分授業とすることで，会議の開始を 改善につながったとい

２５分早めることができた。資料は全てを える。
電子化するのではなく，必要に応じて紙媒
体を併用した。


